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献　辞
権　泰殷（コン・テオン）教授は、平成25（2013）年3月31日をもって名古屋外
国語大学を退職されました。
同教授は、昭和39（1964）年7月、韓国公認会計士（第246号）および税務士（第
369号）資格を取得・登録され、昭和40（1965）年2月、韓国高麗大学大学院経営
学科修士課程を修了されました。同年3月、韓国高麗大学校企業経営研究所研究委
員、昭和45（1970）年3月、明治大学大学院商学研究科商学専攻博士課程を単位取
得満期退学されました。昭和51（1976）年3月、早稲田大学大学院理工学研究科機
械工学専攻工業経営分野博士課程を単位取得満期退学されました。昭和53（1978）
年4月、愛知工業大学経営工学科講師として教鞭をとられることとなり、昭和55
（1980）年4月、同大学助教授となられました。
その後、昭和61（1986）年4月、中西学園愛知女子短期大学経営学科経営専攻教
授に着任されました。昭和62（1987）年4月、同短期大学同学科主任を併任されま
した。平成元（1989）年3月、経営学博士（南山大学　営博乙第1号）を取得され、
平成6（1994）年4月、名古屋外国語大学国際経営学部教授、平成9（1997）年4月
には、本学大学院国際コミュニケーション研究科が発足するに伴い併任され、学
生の研究・教育指導にあたられました。平成16（2004）年4月、国際経営学部が現
代国際学部に改組されるに伴い、現代国際学部国際ビジネス学科教授となられま
した。平成22（2010）年4月、国際ビジネス学科長の任につかれ、平成24（2012）
年3月まで重責を担われました。その間、教授は、大学評議会委員、学部運営委員
会委員、大学院研究科会議の国際ビジネスコース代表として、大学院および学部
の管理・運営にあたられました。学生を対象としたビジネスセミナー、ビジネス
フォーラムなどの、特徴的な学科行事を継承、発展させるなど、学科の発展に尽
力されました。平成24（2012）年4月、名古屋外国語大学客員教授、および法人参
与に就任され、重要な役割を果たされました。
また、学会活動において教授は、昭和44（1969）年5月、日本会計研究学会、昭
和48（1973）年9月、日本経営工学会、昭和58（1983）年6月、国際会計研究学会
の会員になられ、また、昭和57（1982）年6月以降、日本経営工学会レフリー委員（会
計学分野）として、現在も学会に貢献しておられます。
教授は韓国会計の国際化を長年研究され、公認会計士として実務に明るい研究
者として活躍されています。教授は、1970年代頃から台頭した多国籍企業の行動
を会計の原理によって把握し、過不足ない「財務情報」（financial information）を
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国際比較可能とする制度化を各国が図ることで資金調達コストを逓減させ、また、
監査の立場から訴訟に耐えられる「企業内容の開示」（disclosure）を実現するた
めの社会基盤の整備、情報の共有化を、韓国会計制度にどのように組込んでゆく
のが好ましいのか、という、まったく新しい専門領域を先駆的に研究されてこら
れました。先生は、その成果を、50を越す著書・論文、30回におよぶ学会報告な
どに結実させておられます。
権　泰殷教授に対し、通算27年間の長きにわたる研究・教育上の業績および大学、
学部の管理運営の功績により、平成25（2013）年4月1日付けで名誉教授の称号が
授与されました。現代国際学部を代表して、今後とも教授がご健康で、ますます
ご活躍されることを心よりお祈りして、献辞とさせていただきます。
平成26年3月1日
現代国際学部長
玉井　俊紀
